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令和６年度  多摩川の学び舎 世田谷区立瀬田中学校 学校経営方針 

世田谷区立瀬田中学校長  山口 実史 

 

～生徒の夢の実現を支援する学校～ 

 

 

教 

 

育 

 

目 

 

標 

【世田谷区の教育目標】 

幸せな未来をデザインし、創造するせたがや教育 

基本方針１ 新しい知を創造する 

基本方針２ 地球の一員として行動する 

基本方針３ 多様性を受け入れ自分らしく生きる 

基本方針４ 共に学び成長し続ける 

 

【本校の教育目標】 

～よき校風を継承し、豊かな心をもち行動力のある生徒の育成～ 

・学ぶ力・考える力を身につける 

・お互いを認め合う中で自分のよさを知る 

・地域・社会の一員として健全な心身を養う 

ス
ロ
ー
ガ
ン 

瀬田中学校スローガン 

信頼される関係づくり「信頼と思いやり」 
〈生徒同士の信頼・生徒と教師との信頼・学校と保護者地域との信頼〉の醸成 

 

め 

 

ざ 

 

す 

 

学 

 

校 

 

像 

めざす学校

像 

～生徒の夢の実現を支援する学校～ 

・生徒が生き生きと楽しく学び、学校に愛着と誇りをもてる学校 

・教職員が組織として団結し、働きがいを感じられる学校 

・保護者・地域から愛され信頼され、「あいさつ」が響く学校 

めざす生徒

像 

 明るく元気に楽しく 

・主体的に考え学び抜く生徒 

・誠実で思いやりをもって接することのできる生徒 

・心身を鍛え、仲間と切磋琢磨する生徒 

 中学校は大人になる準備の期間です。新しいことに挑戦し、その過程で

失敗や成功を経験しながら、成長してほしい。 

めざす教師

像 

 

服務には厳しく、人間関係は温かく 

・生徒の特性を理解し、伸ばす教師 

・分かる授業で生徒を引き付ける教師 

・人権感覚を磨き、生徒とともに共感する教師 

 

重 

 

点 

 

目 

 

標 

○「キャリア・未来デザイン教育」として、３年間を見通した進路学習を展開する。ま

た、「キャリア・パスポート」を三者面談で活用していき、生徒の取組を確認していく。 

○ICT 機器を活用して、個別最適な学びとせたがや探究的な学びを充実する。 

○すべての教育活動を通して人権尊重の精神を培い、多様性を受け入れ自分らしく生き

ることを促す。 

○地域社会との協働した教育の推進に向けて、キャリア教育、防災教育等の教育活動の

充実を図る。 

○特別な教科道徳、特別活動、総合的な学習の時間では、「地球の一員として行動する」

を意識した活動にする。 
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指 

 

導 

 

の 

 

重 

 

点 

【各教科等】 

◎「せたがや探究的な学び」の推進のために、ＩＣＴを活用し、基礎的・基本的な学力を

定着させ、主体的・対話的で深い学びの充実を図り、「共感・協働する学び」を基盤と

する「探究のサイクル」を確立し、探究的なプロセスを重視する授業を展開する。 

◎社会科の学習や特別活動を通して、国民としての権利や義務についての理解を深めら

れるよう主権者教育を行い、主体的に参画しようとする資質や能力を育成する。 

【特別活動】 

〇「人間関係形成」の視点で思いやりの心や規範意識を育て、望ましい人間関係の在り方

を理解させ、学級活動の充実に努め、生徒が直面する諸問題への対応や健全な生活態度

の育成に努める。 

〇「社会参画」の視点から、集団や地域・社会の一員として、生徒会活動や地域との関わ

りを大切にしたボランティア活動を充実させ、生徒の自主性・自律性及び社会性を育

て、個性の伸長を図る。 

〇委員会活動での異学年との活動や係活動を通して、相手を重んじる気持ち、自他の役

割の重要性の理解、相互に協力することの大切さを重視した指導を行う。 

〇運動会や学芸発表会、生徒総会などの異学年と作り上げる学校行事を通して、自分の

長所や個性を自覚させるとともに学校や学級や学年の一員としての自覚と責任をもた

せる。 

【キャリア教育】 

◎キャリア・パスポートを基に、生徒の学習状況、学校行事、地域での活動等によりキャ

リアの形成を見通したり振り返ったりしながら、自己評価を行い、教員・保護者が対

話的に関わり、今後のキャリア形成に生かそうとする態度を養う。 

【生活指導】 

◎家庭や地域、関係諸機関と連携し、セーフティ教室、ＳＯＳの出し方に関する教育を

実施し、健康・安全・生命尊重の意識を高め、自殺予防、交通安全や喫煙防止・薬物乱

用防止など自分で判断し行動できる能力を養う。 

〇生徒会・委員会活動・行事における実行委員会等を通して、生徒の自主性・主体性を育

成し、生徒自身の自治能力と自己肯定感の向上による学校生活の安定化を図る。 

【いじめ防止等の取組】 

◎「瀬田中学校いじめ防止基本方針」に基づき、全校的な指導体制を充実させ、生徒の個

性を尊重し思いやりの心を育む指導を進める。 

【安全教育等の取組】 

〇「安全教育全体計画」に基づき、生命尊重の教育を基盤として、自殺予防等の取り組み

を行い、自他の生命を尊重し学校・家庭及び地域社会の安全活動にすすんで参加・協

力し、貢献できる生徒を育成する。また、事故防止安全対策・危機管理体制を確立す

る。 

 

 

そ 

 

の 

 

他 

【特色ある教育活動】 

〇「多摩川の学び舎」の教育活動として中学生が小学校の行事にボランティアとして参

加し、行事を通じた児童・生徒間交流を盛んにし、瀬田中学校の生徒、瀬田中学校の教

育活動の魅力を発信するとともに地域の一員としての連帯感の強化を図る。 

【働き方改革】 

○学校における働き方改革に取り組んでいく。 

 


